
重点目標

中間評価 最終評価

教員間の共通
認識の構築

学ぶ楽しさを感じる児童の育
成を目指し、研究授業を年間
６回（全学年）実施し、講師
の指導を授業に生かす。

教員自己評価の回答
「各教科のねらいを達成できた。」
　達成できた：Ａ
　概ね達成できた：Ｂ
　達成できなかった：Ｃ

B
児童が学ぶ楽しさを感じるた
めの共通認識を再確認し、指
導方法の充実を目指す。

先生方の努力は伝わってきて
いる。もっと評価をあげても
いいのではないか。

基礎学力の定
着

朝学習の時間を中心に、東京
ベーシック・ドリルを計画的
に実施することで、既習事項
の見直しをする。

東京ベーシック・ドリル（算数診断
シート）の結果　習得の割合[平均正答
率]
　７０％以上：Ａ
　６０％以上：Ｂ
　６０％未満：Ｃ

C B
引き続き、朝学習や習熟度別
学習を継続して行うことで、
既習事項のさらなる定着を図
る。

他教科の結果はないのか。診
断シートがあるのは算数だけ
である。数値の上昇は先生方
の努力もあると思われる。

読書活動に対
する意欲の向
上

読書活動の充実を図る。
（朝読書・読み聞かせ・読書
旬間・おすすめの本の紹介・
お話会）

児童への読書アンケート
「読書が好き」と回答した児童の割合
　９０％以上：Ａ
　７０％以上：Ｂ
　７０％未満：Ｃ

B
六小サポーターによる朝の読
み聞かせも定着してきてお
り、引き続き様々な読書活動
で啓発していく。

スマホなどの普及で、本を読
んで想像する力が弱くなって
いるのではないか。

特
別
支
援
教

育
の
充
実

教職員間の情
報共有と指導
の改善

特別支援コーディネーターを
中心に校内委員会や生活指導
全体会の充実を図る。

学校評価（教員自己評価）の回答
「情報の共有と指導の充実を図ること
ができた」

A
引き続き児童の様子を共有す
ることで、効果的な指導がで
きるようにする。

幼保小の連携はどうなってい
るのか。「うちの子紹介シー
ト」「要録」などで引き継ぎ
を行っている。

いじめの未然
防止・早期解
決

人権尊重の理念に基づき、道
徳授業の充実に努め、集団の
中での温かな人間関係の構築
を図る。

ふれあい月間の児童への調査結果
（いじめが疑われる児童への対応） B C

温かい言葉がけで児童に安心
感をもたせるとともに、地域
の支えを借りながら保護者の
理解を得られるように連携を
図る。

いじめが起きた後の対応は、
今後に生かそうとする動きと
してよいものだったと思われ
る。

協調性や社会
性の育成

学校生活満足度調査の結果の
活用と、構成的エンカウン
ターの実施により、互いの良
さや成長を認め合う活動の充
実を図る。

学校生活満足度調査の回答・変容 B
構成的エンカウンターの継続
的な実施により、友達と協力
することの良さを実感させ
る。

社会環境・家庭環境の変化も
あり、学校だけで対応してい
くことは難しいこともある。

心
身
の
健

康
の
保
持

増
進

健やかな心と
体の育成

体育的行事や体育の授業を通
じて、心身の健康の保持増進
を図る。

体力調査結果
（東京都と本校の体力合計点の比較）
　都の合計点を上回った：Ａ
　都の合計点と同等：Ｂ
　都の合計点を下回った：Ｃ

C C
体育の授業や休み時間の外遊
びを通して、体を動かすこと
の楽しさを実感できるように
していく。

縄跳びなどで楽しく体を動か
すようにすると、基礎体力も
ついてくるのではないか。

キ
ャ

リ
ア
教

育
の
推
進

自己肯定感の
向上

キャリアパスポートを活用
し、自分の成長を実感し、自
分の得意を見付け、友達の得
意も認められる関係の構築を
図る。

児童へのアンケート
「友達の得意・好きをわかる」と回答
した児童の割合
　９０％以上：Ａ
　７０％以上：Ｂ
　７０％未満：Ｃ

B

今後は、友達の良さをきちん
と伝えられるように働きかけ
る。自分の良さ、友達の良さ
を認め合うことの素晴らしさ
を実感できるようにしてい
く。

学校からの親への発信も、い
いところを伝え、よい循環が
生まれるようにするとよいの
ではないか。

「自分には好きなこと・得意なことが
ある」と答えた児童は９０％、「友達
の得意なこと・好きなことを知ってい
る」と答えた児童は８０％を超えてお
り、友達の良さを認める素地は十分に
ある。

達成状況の指標　Ａ：１００％～９０％　　Ｂ：８９．９％～７０％　　Ｃ：６９．９％～０％

な
か
よ
く
助
け
合
う
子

週１回の校内委員会での情報共有はも
ちろん、授業後に児童の様子を共有す
ることが多くあり、指導の充実につな
がった。

豊
か
な
心
の
育
成

友達同士のトラブルが日々起こる中
で、話合いの場を設けてきたが、いじ
めの問題が起きてしまった。

学校生活満足度調査の結果から、学級
全体の傾向を理解し、構成的エンカウ
ンターを実施してきた。

元
気
で
た
く
ま
し
い
子

都の平均を大きく下回る種目がいくつ
かあった。体を動かすことの二極化が
進んでおり、体を動かす楽しさを実感
することが急務である。

よ
く
考
え
る
子

児
童
の
基
礎
的
・
基
本
的
学
力
の
定
着

教員は研究授業などを通して、授業改
善に意欲的に取り組んできた。ねらい
の達成のための学習方法や形態を試行
錯誤することもあり、自信をもって達
成したと回答するには至らなかった。

７月の平均が57.5であったが、１２月
の平均は64.5に上昇した。継続して習
熟度別学習を行うことで、前学年の内
容の復習も定期的に行うことができ
た。

７５％の児童が「好き」と答えてい
る。一方で「あまり好きではない」と
答える児童も２０％近くいるので、さ
らなる読書活動の充実が必要である。
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